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A-Reports



　
「
Ｊ
Ａ
で
ん
き
」
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が

供
給
し
て
い
る
電
力
小
売
事
業
で
す
。
平
成

28
年
度
に
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
施
設
、
平
成
30
年

度
に
一
般
家
庭
向
け
に
電
力
を
供
給
す
る
体

制
を
構
築
し
、
全
国
約
1
4
0
Ｊ
Ａ
で
取
組

み
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
燃
料
・
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル

ギ
ー
課
で
は
、
令
和
元
年
度
の
取
扱
開
始
以

降
、
長
野
県
下
９
Ｊ
Ａ
で
取
り
扱
っ
て
お
り
、

県
下
で
累
計
約
2
，3
0
0
件
・
全
国
で
7
0
，

0
0
0
件
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。（
令
和
６
年
６
月
末
時
点
）

　

Ｊ
Ａ
で
ん
き
は
、
安
定
し
た
供
給
体
制
が

大
き
な
特
徴
で
す
。
2
0
2
2
年
2
月
の
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
端
緒
に
、
不
安

定
な
世
界
情
勢
や
資
源
価
格
高
騰
と
電
力
需

給
ひ
っ
迫
に
よ
り
、
一
部
の
新
電
力
会
社
が
、

新
規
申
込
み
受
付
の
停
止
や
事
業
撤
退
に

至
っ
た
際
も
、
Ｊ
Ａ
で
ん
き
は
安
定
し
た
電

源
を
確
保
し
て
お
り
、
家
庭
向
け
供
給
の
新

規
申
込
み
受
付
を
継
続
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
Ｊ
Ａ
で
ん
き
は
、
一
般
的
な
家
庭
の

契
約
プ
ラ
ン
・
使
用
量
で
あ
れ
ば
、
中
部
電

力
に
比
べ
て
最
大
５
％
程
度
の
電
気
料
金
削

減
が
期
待
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
電
気
の
使

用
量
が
多
い
ほ
ど
割
引
率
が
大
き
く
な
る
こ

と
も
特
長
で
す
。

加
え
て
、
現
在

新
規
成
約
者
向

け
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
で
ん
き
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
簡
単
に

電
気
料
金
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
え
ま
す

の
で
、
毎
月
の

電
気
使
用
量
が

分
か
る
書
類
を

お
手
元
に
ご
準

備
の
う
え
お
試

し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

�　

加
え
て
、
Ｊ
Ａ
で
ん
き
や
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
・
配
達
燃
料
油
と
い
っ
た
ご
家
庭

に
お
け
る
全
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ご

利
用
状
況
を
確
認
い
た
だ
け
る
「
Ｊ

Ａ
う
ち
エ
ネ
ポ
ー
タ
ル
」
も
運
営
中

で
す
。
お
手
元
に
検
針
票
を
ご
用
意

い
た
だ
け
れ
ば
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ソ
コ
ン
で
簡
単
に
ご
登
録
い
た

だ
け
ま
す
。
さ
ら
に
お
ト
ク
な
情
報

も
発
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
登
録

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

燃
料
・
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
で
は
、
今

後
も
Ｊ
Ａ
で
ん
き
の
取
扱
拡
大
に
向
け
て
各

種
の
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
組
合
員
の

営
農
・
生
活
コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け
て
、
石

油
・
L
P
ガ
ス
含
め
た
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー

提
案
の
展
開
拡
大
を
Ｊ
Ａ
と
共
に
図
っ
て
参

り
ま
す
。

生
活
部 

燃
料
・ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
の
取
組
み

～
Ｊ
Ａ
で
ん
き
取
扱
開
始
お
よ
び
拡
大
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
～

燃料・ホーム
エネルギー課

電気料金のシミュレー
ションはこちらから

「ＪＡうちエネポータル」のご登録はこちらから
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
課
は
令
和

６
年
度
、
燃
料
油
の
数
量
確
保
と
油
外
商
品

の
供
給
維
持
拡
大
に
向
け
「
㈱
長
野
県
Ａ
・

コ
ー
プ
と
の
事
業
連
携
」「
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ア

プ
リ
に
よ
る
供
給
促
進
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
㈱
長
野
県
Ａ
・
コ
ー
プ
と
の
事
業
連
携

　

協
同
経
営
Ｓ
Ｓ
は
事
業
連
携
の
一
環
と
し

て
、
長
野
県
Ａ
・
コ
ー
プ
と
の
コ
ラ
ボ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
毎
年
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
第

１
弾
と
し
て
5
月
〜
6
月
に
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
実
施
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴�

期
間
中
、
対
象
Ｓ
Ｓ
で
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油

5
，
0
0
0
円
以
上
給
油
し
た
レ
シ
ー
ト

提
示
で
も
れ
な
く
友
の
会
ポ
イ
ン
ト
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

⑵�

期
間
中
、
対
象
の
Ａ
・
コ
ー
プ
店
舗
で

3
，
0
0
0
円
以
上
お
買
い
物
い
た
だ
く

と
、
友
の
会
会
員
限
定
で
ガ
ソ
リ
ン
・
軽

油
10
円
引
き
／
ℓ
券
を
進
呈

⑶�

期
間
中
、
対
象
S
S
で
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油

3
，
0
0
0
円
以
上
の
給
油
時
に
、
友
の

会
30
ポ
イ
ン
ト
券
を
進
呈

　

次
回
、
第
２
弾
を
9
月
〜
10
月
、
第
３
弾

を
１
月
〜
2
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
随
時
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
の
で
各
Ｓ
Ｓ
、
Ａ
・
コ
ー
プ
店

頭
で
確
認
く
だ
さ
い
。

■
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ア
プ
リ

　

令
和
６
年
度
、
Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
課
の
重
点

施
策
の
一
つ
と
し
て
「
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ 
Ｓ
Ｓ

ア
プ
リ
」
の
展
開
が
あ
り
ま
す
。
２
０
２
２

年
７
月
よ
り
サ
ー
ビ
ス
開
始
と
な
っ
た
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｏ
Ｓ 

Ｓ
Ｓ
公
式
ア
プ
リ
の
特
徴
は
次
の

５
点
で
す
。

⑴�

ア
プ
リ
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
を
登

録
す
る
こ
と
で
、
ス
マ
ホ
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
表
示
す
れ
ば
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
お
支
払

い
が
可
能

⑵�

事
前
に
油
種
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
ハ
イ
オ
ク
・

軽
油
）、
給
油
量
も
し
く
は
給
油
金
額
の

設
定
を
行
う
こ
と
で
、
給
油
前
の
操
作
が

不
要

⑶�

給
油
の
値
引
き
や
洗
車
が
割
引
に
な
る
、

ア
プ
リ
限
定
の
お
得
な
ク
ー
ポ
ン
を
ゲ
ッ

ト
⑷�

給
油
で
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
！
３
つ
の
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
（
楽
天
カ
ー
ド
・
ｄ
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
・
Ｖ
ポ
イ
ン
ト
）
と
連＊

携
が

可
能

⑸�

給
油
履
歴（
い
つ
・
ど
こ
で
給
油
し
た
か
）

が
す
ぐ
に
分
か
る

　

ア
プ
リ
は
無
料
で
登
録
も
簡
単
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
ア
プ
リ
を
お
持
ち
の
場
合
は
約
１
分
）。

お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
計
量
機
に
か

ざ
す
だ
け
で
給
油
が
で
き
ま
す
。
全
国
の
Ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
で
使
用
可
能
な
た
め
、
県
外
へ
お

出
か
け
の
際
も
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

　

協
同
経
営
Ｓ
Ｓ
は
、
引
き
続
き
組
合
員
・

お
客
様
に
愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
ー
Ｓ
Ｓ
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
利
用
を
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

生
活
部 

Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
課
の
取
組
み

～
㈱
長
野
県
Ａ
・コ
ー
プ
と
の
事
業
連
携
お
よ
び
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ア
プ
リ
に
よ
る
供
給
促
進
～

SS協同経営課

＊�

同
時
に
複
数
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
と
連
携
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
っ
て
は
連
携
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
S
S
】
白
馬
ア
ル
プ
ス
、
ア
ル
ペ
ン
ロ
ー
ド
神
城
、

パ
ノ
ラ
マ
ロ
ー
ド
と
き
わ
、
井
上
セ
ル
フ
、
相
之
島
セ

ル
フ
、
高
山
、
あ
ぐ
り
タ
ウ
ン
セ
ル
フ
、
木
島
平

【
対
象
店
舗
】
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
松
代
店
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

篠
ノ
井
店
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
南
長
野
店
、
あ
ん
ず
店
、

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
び
ん
ぐ
し
店
、
き
そ
店

【
対
象
S
S
】
長
野
イ
ン
タ
ー
松
代
セ
ル
フ
、
ア
グ
リ
し

の
の
い
セ
ル
フ
、
川
中
島
セ
ル
フ
今
井
、
南
長
野
公
園

前
セ
ル
フ
、
ア
ン
ズ
ロ
ー
ド
、
ち
く
ま
西
部
セ
ル
フ
、

パ
リ
オ
、
中
之
条
セ
ル
フ
、
お
ん
た
け
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
生
活
課

が
運
営
す
る
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン

「
全
農
長
野 
僕
ら
は
お
い

し
い
応
援
団
」
は
、
長
野

県
産
農
畜
産
物
・
加
工
品

を
中
心
に
販
売
し
て
い
ま

す
。

　

長
野
県
内
の
Ｊ
Ａ
・
生

産
者
・
企
業
が
「
店
舗
」

と
し
て
出
店
し
、
魅
力
的

な
商
品
を
揃
え
る
こ
と
で
、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

シ
ョ
ッ
プ
運
営
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

第
一
四
半
期
は
春
の
旬

で
あ
る
山
菜
を
は
じ
め
、

初
夏
の
果
物
が
好
調
な
販

売
で
し
た
。

　

特
に
、「
あ
ん
ず
」
に

関
し
て
は
販
売
前
か
ら
多

く
の
方
か
ら
お
問
合
せ
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
販
売

後
も
順
調
に
ご
注
文
を
い
た
だ
い
た
結
果
、

昨
年
対
比
1
2
3
%
の
販
売
実
績
と
な
り
ま

し
た
。

　

本
年
は
ニ
ー
ズ
を
す
く
い
上
げ
る
た
め
に
、

４
Ｌ
規
格
を
新
規
で
取
り
扱
い
し
た
こ
と
も

好
調
で
あ
っ
た
要
因
の
一
つ
で
し
た
。

　
「
あ
ん
ず
」
の
よ
う
な
季
節
性
の
高
い
商

品
は
お
客
様
の
レ
ビ
ュ
ー
も
充
実
し
て
お
り
、

高
評
価
が
多
い
こ
と
も
売
り
上
げ
を
伸
ば
す

た
め
に
重
要
な
要
素
で
す
。

　

ま
た
、
低
評
価
レ
ビ
ュ
ー
が
付
い
て
し
ま

う
こ
と
は
避
け
て
は
通
れ
ま
せ
ん
が
、
本
年

は
そ
の
よ
う
な
レ
ビ
ュ
ー
に
は
誠
意
を
も
っ

た
返
信
を
強
化
し
、
Ｃ
Ｓ
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
後
は
ス
イ
カ
、
桃
、
和
梨
、
ブ
ド
ウ
、

リ
ン
ゴ
な
ど
信
州
を
代
表
す
る
果
物
が
出

揃
っ
て
き
ま
す
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
方
・
大
切
な
方
へ
J
A

タ
ウ
ン
「
全
農
長
野　

僕
ら
は
お
い
し
い
応

援
団
」
の
ギ
フ
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

生
活
部 

生
活
課
の
取
組
み

Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン「
全
農
長
野 

僕
ら
は
お
い
し
い
応
援
団
」

生活課

◇第一四半期（令和 6年 4月〜6月）ランキング◇

1位 生食用あんずハーコット1箱（約 500g×4パック）

2位 シャクヤク（ハウス栽培）1箱（10本おまかせミックス）

3位 加工用あんず 2箱（約 500g×8パック）

4位 加工用あんず 1箱（約 500g×4パック）

5位 シャクヤク1箱（10本おまかせミックス）

6位 生食用あんずハーコット４L大玉 1箱（約 500g×4パック）

7位 生食用あんずハーコット1箱（約 500g×4パック）

8位 サビ・キズあり　サンふじ家庭用　約 10kg（20－40玉）

9位 サビ・キズあり　サンふじ家庭用　約 5kg（10－20玉）

10位 信州上伊那アスパラガス２L　約 1kg（20本）

※ 1位と7位は同じ品目ですが、別々の出店者から出荷されています

◇レビュー例◇
５段階評価 コメント

５ スーパーで売っているような杏とは全く違い、大きくて、甘くて香りがすごく良く、美味
しくいただきました。来年も注文します

３ あちこちにおすそ分けしようと思って購入したのに、傷のついたものが多く、おすそ分け
できませんでした。安いフルーツではないのに、残念です。

レビューに
対する

事務局返信

お届けさせていただきましたハーコットに傷がある品が多かったとのこと、ご期待にお応
えできず大変申し訳ございませんでした。
販売ページでもご案内しております通り、あんずはデリケートなため、枝スレ・小さな傷・
サビ等があるものが含まれる場合もございます。
しかしながら、人の手と目で選別しておりますので、見落としによる本来発送を避けるよ
うな傷の品が時として混在してしまう場合もございます。
お届けさせていただきました商品について、傷が許容できない場合は事務局にお電話等
でご連絡をいただければ幸いです。

2024年度 4ー6月 購入エリア 2024年度 4ー6月 購入層

関東

九州・沖縄

北海道

近畿

四国

中国

中部

東北
長野
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
6
月
27
日
㈭
、Ｊ
Ａ
長

野
中
央
会
・
各
連
合
会
通
常
総
会
と
の
同
日

開
催
と
な
る
会
員
会
議
を
、Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ

ル
・
ア
ク
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
員
会
議
で
は「
令
和
5
年
度
事
業
報
告
」

を
行
い
、原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、組
合
長
の
交
代
に
よ
る
県
本
部
運
営
委

員
会
委
員
の
補
欠
選
任
は
、全
員
の
賛
成
で

原
案
ど
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。（
＝
表
紙
下
）

■
運
営
委
員
選
任
結
果

　

新
た
に
２
名
の
方
が
選
任
さ
れ
、
15
名
の

運
営
委
員
は
別
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

■
令
和
5
年
度
の
事
業
概
況

　

令
和
５
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
５
類
感
染
症
へ
移
行
さ
れ
、行
動

制
限
解
除
に
よ
り
社
会
活
動
は
回
復
し
ま
し

た
が
、個
人
消
費
は
物
価
上
昇
な
ど
の
影
響

を
受
け
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。農
業
生
産
の

現
場
に
お
い
て
は
、慢
性
的
な
労
働
力
不
足
、

高
止
ま
り
す
る
生
産
資
材
価
格
に
加
え
、異

常
気
象
に
よ
る
農
畜
産
物
生
産
へ
の
影
響
な

ど
、国
内
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
さ
ら
に

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、全
農
長
野
は
中
期
事
業

計
画（
令
和
４
年
～
６
年
度
）」
の
２
年
目
と

し
て
、①
持
続
的
な
農
業
生
産
基
盤
づ
く
り

に
よ
る
農
業
生
産
量
の
維
持
拡
大　

②
販
売

力
強
化
と
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る
農
家
組
合
員

の
手
取
り
最
大
化　

③
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
収

支
改
善
と
活
気
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
基

本
目
標
に
、農
家
組
合
員
の
営
農
と
く
ら
し

へ
の
貢
献
と
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
確
立
を
進
め

ま
し
た
。

　

生
産
振
興
事
業
で
は
、生
産
基
盤
の
維
持

強
化
対
策
と
し
て
、マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
に

基
づ
く
産
地
品
目
別
振
興
や
生
産
安
定
に
向

け
た
施
設
化
を
推
進
し
ま
し
た
。ま
た
、Ｊ
Ａ

へ
の
速
や
か
な
情
報
伝
達
と
情
報
共
有
を
目

的
と
し
た
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
の
運
用
や
、

栽
培
状
況
の
分
析
で
生
産
性
・
収
益
性
の
向

上
が
図
れ
る
圃
場
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
開
発

を
進
め
、一
部
Ｊ
Ａ
で
運
用
を
開
始
し
ま
し

た
。生
産
販
売
事
業
で
は
、生
産
者
所
得
の
向

上
に
向
け
、果
実
を
中
心
と
し
た
輸
出
拡
大

や
業
務
・
加
工
向
け
需
要
へ
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、生
産
コ
ス
ト
が
高
止

ま
り
と
な
っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、卸
売

会
社
や
実
需
者
に
対
し
て
、産
地
実
態
や
適

正
な
小
売
価
格
の
設
定
に
つ
い
て
の
理
解
醸

成
に
努
め
ま
し
た
。生
産
購
買
事
業
で
は
、生

産
資
材
価
格
の
高
騰
の
影
響
に
対
し
、早
期

引
取
り
や
原
料
切
替
え
に
よ
る
価
格
抑
制
に

努
め
る
と
と
も
に
、県
域
Ｊ
Ａ
農
機
整
備
事

業
強
化
に
向
け
、県
下
２
拠
点
目
と
な
る
堀

金
農
業
機
械
整
備
セ
ン
タ
ー
を
開
所
し
ま
し

た
。畜
産
酪
農
事
業
は
、各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
通
じ
た
信
州
産
ブ
ラ
ン
ド
の
肉
牛
肉
豚
、

信
州
産
牛
乳
・
乳
製
品
の
販
促
強
化
に
取
り

組
み
ま
し
た
。ま
た
、県
の「
松
本
食
肉
施
設

整
備
支
援
検
討
会
」
で
食
肉
処
理
施
設
の
移

転
候
補
地
の
協
議
・
検
討
を
進
め
ま
し
た
。生

活
購
買
事
業
は
、農
業
生
産
用
燃
料
に
対
す

る
支
援
対
策
を
実
施
し
た
ほ
か
、地
域
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
維
持
の
た
め
、「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
Ｓ

Ｓ
協
同
経
営
方
式
」
の
開
始
に
向
け
た
準
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、開
設
３
年
目
を
迎
え

た
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ「
ら
く
Ｊ
Ａ
ん
お
届

け
便
」
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
取
扱
商
品
の

拡
充
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、生
産
資
材
価
格
高
騰
の
影
響
緩
和

を
目
的
と
し
た
県
本
部
独
自
の
支
援
対
策
を

は
じ
め
、Ｊ
Ａ
特
別
奨
励
、Ｊ
Ａ
事
業
基
盤
強

化
対
策
へ
の
奨
励
等
、総
額
１１
億
８
千
万
円

を
県
内
Ｊ
Ａ
・
組
合
員
へ
還
元
し
、農
業
経
営

の
安
定
・
継
続
を
支
援
し
ま
し
た
。　

　

以
上
の
結
果
、令
和
５
年
度
の
供
給
販
売

高
は
、
春
先
の
凍
霜
害
を
は
じ
め
と
す
る

数
々
の
気
象
変
動
に
よ
る
影
響
を
受
け
た
も

の
の
、米
、青
果
物
の
販
売
単
価
が
堅
調
に
推

移
し
た
こ
と
に
よ
り
、
2
，
6
8
0
億
円（
計

画
比
1
0
0
%
）、税
引
前
当
期
利
益
に
つ
い

て
は
、継
続
的
な
事
業
管
理
費
の
削
減（
計
画

比
93
％
）と
事
業
運
営
の
効
率
化
に
努
め
、

4
億
3
，
6
0
0
万
円（
計
画
比
2
1
8
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

■�

持
続
可
能
な
農
業
お
よ
び
食
料
安
全
保
障

の
確
立
に
向
け
た
緊
急
決
議

　

長
野
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
今
通
常
国
会

で
可
決
・
成
立
し
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
」
の
改
正
法
案
を
踏
ま
え
、
今
後
も
、

食
料
安
全
保
障
の
強
化
や
適
正
な
価
格
形
成

の
実
現
、
農
業
者
が
希
望
を
持
っ
て
営
農
を

継
続
で
き
る
よ
う
万
全
な
予
算
措
置
を
政

府
・
与
党
な
ど
に
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、

食
と
農
に
対
す
る
消
費
者
の
理
解
醸
成
と
行

動
変
容
を
促
す
た
め
、「
国
消
国
産
運
動
」

の
推
進
に
グ
ル
ー
プ
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
に
つ
い
て
の
緊
急
決
議
が

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
会
議
を
開
催

長野県本部運営委員会　委員名簿（敬称略）
職務 氏名 所属ＪＡ・役職 備考
会 長 神農　佳人 ＪＡグリーン長野 会長
副会長 眞島　　実 ＪＡ信州うえだ 代表理事組合長
委 員 津金　一成 ＪＡ長野八ヶ岳 代表理事組合長
委 員 髙栁　利道 ＪＡ佐久浅間 代表理事組合長（新任）
委 員 小平　　淳 ＪＡ信州諏訪 代表理事組合長
委 員 西村　　篝 ＪＡ上伊那 代表理事組合長
委 員 寺沢　寿男 ＪＡみなみ信州 代表理事組合長
委 員 田屋　万芳 ＪＡ木曽 代表理事組合長
委 員 田中　　均ＪＡ松本ハイランド 代表理事組合長
委 員北沢　　泉 ＪＡ洗馬 代表理事組合長
委 員武井　宏文 ＪＡ大北 代表理事組合長
委 員宮澤　　清 ＪＡあづみ 代表理事組合長（新任）
委 員栗林　和洋 ＪＡグリーン長野 代表理事組合長
委 員望 月　　 隆 ＪＡ中野市 代表理事組合長
委 員宮澤　清志 ＪＡながの 代表理事組合長
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
生
産
販
売
部
は
、
６
月
６

日
㈭
、
長
野
市
内
で
「
令
和
６
年
度　

長
野

県
青
果
物
・
花
き
取
引
会
議
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
取
引
先
か
ら
は
主
要
卸
売
会
社
23
社

の
代
表
者
、
長
野
県
か
ら
阿
部
知
事
は
じ
め

農
政
部
関
係
者
、
全
農
長
野
の
神
農
佳
人
運

営
委
員
会
会
長
、
千
國
茂
同
副
会
長
、
長
谷

川
孝
治
県
本
部
長
、
県
内
Ｊ
Ａ
組
合
長
な
ど

合
計
約
80
名
が
出
席
し
ま
し
た
。（
＝
表
紙
上
）

　

こ
の
会
議
は
、
長
野
県
産
青
果
物
・
花
き

の
出
荷
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
時
期
に
、
長
野

県
産
ブ
ラ
ン
ド
の
販
売
強
化
に
よ
る
農
家
手

取
り
の
向
上
と
、卸
売
会
社
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
構
築
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
生
産
販
売
部
の
小
原
和
博
部

長
よ
り
重
点
方
針
や
、
特
に
課
題
と
な
っ
て

い
る
農
産
物
生
産
コ
ス
ト
上
昇
の
現
状
と
、

価
格
転
嫁
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。
長
野
県
農
政
部
か
ら
は
、
長
野
県
農

政
の
展
開
方
向
に
つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
し
た
卸
売
会
社
よ

り
、
次
の
よ
う
な
内
容
の
ご
提
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

東
京
青
果
㈱　

川
田
光
太
社
長

テ
ー
マ
『
青
果
物
流
通
に
お
け
る
コ
ス
ト
上
昇

に
伴
う
価
格
転
嫁
の
動
き
に
つ
い
て
』

　

青
果
物
の
コ
ス
ト
上
昇
は
2
0
2
0
年
頃

か
ら
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
5
月
以
降
、

コ
ロ
ナ
が
収
束
に
む
か
う
と
、
業
務
需
要
に

下
支
え
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
一
方
で
、
店
頭

売
価
が
2
0
0
円
台
の
青
果
物
が
増
え
た
た

め
、
カ
ッ
ト
野
菜
の
消
費
が
伸
び
た
。
売
場

で
は
あ
る
一
定
程
度
は
売
価
が
高
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
産
地
か
ら
の
正
確
で
迅
速
な
情

報
が
あ
る
と
、
事
前
相
対
で
高
単
価
の
取
引

が
期
待
で
き
る
。

大
果
大
阪
青
果
㈱　

中
内
良
一
会
長

テ
ー
マ
『
青
果
物
に
お
け
る
物
流
効
率
化
の

動
向
に
つ
い
て
』 

　

物
流
業
界
で
は
M
&
A
が
起
き
、
物
流
会

社
が
運
ぶ
も
の
を
選
択
し
、
効
率
の
良
い
も

の
だ
け
を
運
び
始
め
て
い
る
。
今
後
3
日
目
、

4
日
目
販
売
が
増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

農
水
省
は
産
地
に
も
卸
売
会
社
に
も
四
つ
の

対
応
策
を
提
言
し
て
い
る
。
①
長
期
輸
送
の

削
減　

②
段
ボ
ー
ル
サ
イ
ズ
の
共
通
化　

③

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
へ
の
依
存
度
の
低
減　

④
荷

役
・
荷
待
ち
時
間
の
削
減
、
標
準
パ
レ
ッ
ト

の
使
用
と
シ
ス
テ
ム
活
用
、
で
あ
る
。
卸
売

会
社
と
し
て
も
、
産
地
と
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

株
式
会
社
大
田
花
き　

磯
村
信
夫
社
長

テ
ー
マ
『
花
き
に
お
け
る
物
流
効
率
化
の
動

向
に
つ
い
て
』

　

花
き
の
物
流
改
革
で
は
、
農
水
省
・
国
交

省
・
経
産
省
と
協
議
し
、
輸
送
方
法
に
よ
り

コ
ス
ト
は
異
な
る
、
と
い
う
考
え
方
が
基
本

に
あ
る
。
従
来
の
日
本
で
は
サ
ー
ビ
ス
過
剰

で
あ
り
、様
々
な
も
の
が
規
格
化（
標
準
化
）

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
を
合
理
化
し
て
い

く
こ
と
が
現
在
、
進
め
ら
れ
て
い
る
。
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
で
、
何
が
効
率
的
な
の

か
、
産
地
か
ら
卸
売
会
社
、
店
舗
物
流
ま
で

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
産
地
に
お
い
て
は
、

物
日
に
合
わ
せ
た
出
荷
管
理
、
積
載
効
率
の

向
上
、
保
冷
で
き
る
倉
庫
や
鮮
度
管
理
技
術

も
欠
か
せ
な
い
事
項
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年

果
実
と
花
は
入
荷
減
・
単
価
高
傾
向
で
推
移

し
て
い
る
。
長
野
は
3
大
消
費
地
に
と
っ
て

頼
り
に
な
る
産
地
で
あ
り
、
後
継
者
育
成
も

共
に
取
り
組
み
た
い
。

㈱
Ｒ
＆
Ｃ
な
が
の
青
果　

倉
﨑
浩
社
長

テ
ー
マ
『
市
場
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
化
推
進
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て
』

　

D
X
化
に
つ
い
て
、
青
果
物
業
界
で
は
ま

だ
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
。
経
営
者
を
含
め
、

業
界
全
体
が
市
場
機
能
を
強
化
す
る
D
X
化

が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
本
年
度
よ
り
、

全
農
長
野
が
開
発
し
て
い
る
青
果
物
販
売
管

理
シ
ス
テ
ム
が
開
始
し
た
。
市
場
の
予
約
入

力
が
開
始
し
て
1
か
月
経
過
し
て
お
ら
ず
評

価
を
出
す
の
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
次
年
度
か

ら
開
始
予
定
の
市
場
別
分
荷
情
報
や
出
荷
明

細
情
報
の
発
信
と
共
有
な
ど
が
確
立
さ
れ
る

と
、
市
場
機
能
強
化
の
た
め
の
D
X
化
が
現

実
的
に
な
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
全
農
長

野
と
市
場
だ
け
の
機
能
で
な
く
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
と
し
て
の
流
通
関
係
者（
生
産
者
・

J
A
・
市
場
・
仲
卸
・
輸
送
・
販
売
先
）
が

一
体
と
な
り
、
業
界
全
体
が
意
識
レ
ベ
ル
を

高
め
る
こ
と
で
、
経
済
産
業
省
が
定
義
す
る

“
D
X
化
が
競
争
の
優
位
性
を
発
揮
し
て
い

く
仕
組
み
”
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
是
非

と
も
全
農
長
野
の
モ
デ
ル
が
基
本
と
な
る
よ

う
共
に
進
め
て
い
こ
う
。　

　

今
回
の
会
議
内
容
を
ふ
ま
え
、
生
産
販
売

部
で
は
物
流
や
シ
ス
テ
ム
、
生
産
販
売
に
か

か
わ
る
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て

参
り
ま
す
。

令
和
６
年
度　

長
野
県
青
果
物・花
き
取
引
会
議
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
Ｂ
リ
ー
グ
所
属
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、
信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
の
合
宿

に
、
農
畜
産
物
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

6
月
24
日
㈪
、
白
馬
村
の
宿
泊
施
設
に
チ
ー
ム
を
訪
ね
、

信
州
ア
ル
プ
ス
牛
、
信
州
ポ
ー
ク
な
ど
15
㎏
を
贈
呈
。
根

津
彰
寛
副
本
部
長
が「
今
シ
ー
ズ
ン
も
食
で
応
援
し
ま
す
」

と
手
渡
す
と
、
信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
の
運
営
会

社
㈱
N
A
G
A
N
O 

S
P
I
R
I
T
の
木
戸
康
行
社
長

が
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
選
手
も
信
州
産

農
畜
産
物
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
受
け
取

り
ま
し
た
。

　

全
農
長
野
は

2
0
2
2
シ
ー

ズ
ン
か
ら
同

チ
ー
ム
と
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
契

約
を
結
び
、
定

期
的
に
農
畜
産

物
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
長
野
八
ヶ
岳
、
Ｊ
Ａ
川
上
物
産
、
Ｊ
Ａ
川
上
そ
菜
販

売
で
構
成
す
る
南
佐
久
野
菜
協
議
会
と
南
佐
久
管
内
の
行
政

５
町
村
（
小
海
町
、
北
相
木
村
、
南
相
木
村
、
南
牧
村
、
川

上
村
）
お
よ
び
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
、
７
月
５
日
㈮
に
京
浜
地

区
代
表
卸
売
会
社
と
の
販
売
推
進
会
議
、
６
日
㈯
に
東
京
都

中
央
卸
売
市
場
・
豊
洲
市
場
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
開
き
、

出
荷
最
盛
期
を
迎
え
た
南
佐
久
の
高
原
野
菜
を
市
場
関
係
者

や
仕
入
れ
に
訪
れ
た
実
需
者
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
本
年
度
の

野
菜
生
産
計
画
量
は
２
５
３
３
万
ケ
ー
ス
で
、
夏
野
菜
で
は

国
内
最
大
級
の
産
地
と
し
て
11
月
初
旬
ま
で
全
国
に
向
け
て

出
荷
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

６
日
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
、
同
協
議
会
会
長
で
Ｊ
Ａ
長

野
八
ヶ
岳
の
津
金
一
成
組
合
長
は
「
我
々
は
6
月
か
ら
10
月

ま
で
多
種
多
様
な
野
菜
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
の

責
任
生
産
産
地
と
し
て
、
市
況
の
動
向
に
よ
ら
ず
、
し
っ
か

り
と
消
費
者
へ
野
菜
を
供
給
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
お
り
ま

す
。
現
状
、
野
菜
の
販
売
は
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
市
場
流
通
の
機
能
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
産
地
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
も
、
価
格
転
嫁
で
き
な
い
状
況
や
、
販
売
低
迷
時
に
お

い
て
、
国
が
い
か
に
効
果
的
な
政
策
を
実
施
で
き
る
か
と

い
っ
た
こ
と
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
産
地
側
と
し
て
も

一
生
懸
命
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
少
し
で
も
高
く

販
売
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
場
内
に

向
け
て
挨
拶
し
ま
し
た
。
場
内
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ボ
ー
ル
の

漬
物
と
レ
タ
ス
を
詰
め
た
試
食
用
の
ギ
フ
ト
箱
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
、
用
意
し
た

2
0
0
箱
は
ま
た
た

く
間
に
終
了
し
ま
し

た
。

　

５
日
の
京
浜
地
区

の
主
要
卸
売
会
社
６

社
と
の
推
進
会
議
で

は
、
現
在
ま
で
の
生

産
状
況
と
販
売
情
勢

を
共
有
し
、
今
後
の

販
売
対
策
を
中
心
に

意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

同
協
議
会
と
Ｊ
Ａ

全
農
長
野
は
『
八
ヶ

岳
高
原
野
菜
』
の
ブ

ラ
ン
ド
を
維
持
し
、

信
頼
さ
れ
る
恒
久
的

な
野
菜
産
地
を
目
指

し
、
５
町
村
と
も
協

調
し
な
が
ら
今
後
も

各
種
事
業
を
展
開
し

ま
す
。

豊
洲
市
場
で
南
佐
久
野
菜
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ

ア
ー
ズ
に
農
畜
産
物
を

提
供

㈱ NAGANO SPIRIT の木戸社長（左）と根津副本部長（右）
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東
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業
所 

野
辺
山
駐
在
所

総
務
広
報
課



　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
野
菜
き
の
こ
課
は
、
今
年
新
た
に
制
定

し
た
7
月
2
日
「
夏
の
長
野
県
産
レ
タ
ス
の
日
」
を
Ｐ
Ｒ

し
よ
う
と
、6
月
30
日
㈰
に
松
本
市
で
開
催
さ
れ
た「
ツ
ー

ル
・
ド
・
美
ヶ
原
」
で
「
レ
タ
ス
と
き
の
こ
の
コ
ン
ソ
メ

ス
ー
プ
」
1
，
2
0
0
杯
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

全
長
2
１
・
6
㎞
、
標
高
差
1
，
2
7
0
ｍ
の
コ
ー
ス

を
、
速
い
選
手
は
1
時
間
で
駆
け
上
が
り
ま
す
。
標
高
1
，

9
1
0
ｍ
の
ゴ
ー
ル
地
点
か
ら
標
高
6
4
0
ｍ
の
ス
タ
ー

ト
地
点
に
戻
っ
た
選
手
は
、

次
々
に
温
か
い
ス
ー
プ
を
受
け

取
り
ま
し
た
。
汗
を
か
い
た
選

手
用
に
濃
い
目
に
調
味
し
、
レ

タ
ス
、
え
の
き
た
け
、
ぶ
な
し

め
じ
、
エ
リ
ン
ギ
、
な
め
こ
を

入
れ
た
ス
ー
プ
を
、「
体
に
沁

み
て
お
い
し
い
」「
レ
タ
ス
の

歯
ご
た
え
が
い
い
」
と
言
い
な

が
ら
味
わ
い
、「
ス
ー
プ
に
レ

タ
ス
が
入
っ
て
い
て
驚
い
た
け

ど
お
い
し
か
っ
た
。
家
で
も

作
っ
て
み
た
い
」
と
作
り
方
を

た
ず
ね
る
選
手
も
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
木
曽
と
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
、
6
月
27
日
㈭
か
ら
29
日
㈯
に
御
嶽
海
関
の
地
元

木
曽
町
で
合
宿
を
す
る
出
羽
海
部
屋
に
、
県
産
農
畜
産
物
を
贈
り
ま
し
た
。
26
日
㈬

の
歓
迎
式
で
Ｊ
Ａ
木
曽
の
田
屋
万
芳
組
合
長
と
全
農
長
野
の
根
津
彰
寛
副
本
部
長
が

目
録
と
農
畜
産
物
の
カ
ゴ
盛
り
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
し
た
農
畜
産
物
は
、Ｊ
Ａ
木
曽
産
の「
御
嶽
ぶ
な
し
め
じ
」「
御
嶽
は
く
さ
い
」

を
は
じ
め
、
信
州
ポ
ー
ク
、
え
の
き
た
け
、
大
粒
な
め
こ
、
レ
タ
ス
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、

セ
ル
リ
ー
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ス
イ
カ
の
合
計
90
㎏
。

　

御
嶽
海
関
は「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
力
士
一
同
、合
宿
で
強
く
な
っ

て
名
古
屋
場
所
に
臨
み
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　

全
農
長
野
は
、
2
0
1
6
年
か

ら
毎
場
所
前
に
御
嶽
海
関
に
県
産

農
畜
産
物
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
レ
ー
ス
で
レ
タ
ス
と
き
の
こ
の

ス
ー
プ
振
る
舞
い

出
羽
海
部
屋
が
木
曽
合
宿

県
産
農
畜
産
物
を
贈
呈

（左から）根津副本部長、高崎親方、御嶽海関、田屋組合長
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
中
信
事
業
所
は
6
月
22
日

㈯
、
県
産
農
産
物
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
い
需
要
を
拡
大
し
よ
う
と
、
Ｊ
Ｒ
松
本
駅

前
で
「
信
州
の
農
産
物
総
合
宣
伝
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
出
荷
が
本
格
化
し
て
い
る
レ

タ
ス
と
セ
ル
リ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
サ
ラ
ダ
、
米

「
こ
し
ひ
か
り
」
と
「
風
さ
や
か
」
は
小
さ

く
握
っ
て
食
べ
比
べ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

米
、
え
の
き
た
け
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
ま
た
は
レ

タ
ス
の
3
品
目
と
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
、

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
入
っ
た
農
産
物
セ
ッ
ト

を
1
0
0
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
ほ
か
、
ミ

ル
メ
ー
ク
を
配
布
し
6
月
の
「
牛
乳
月
間
」

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

東
京
か
ら
観
光
に
訪
れ
た
50
代
の
女
性
は

「
レ
タ
ス
に
甘
み
が
あ
り
、
や
わ

ら
か
く
て
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
」
と
驚
き
、
市
内
在
住
の
30
代

の
女
性
は
「
お
米
の
食
べ
比
べ
は

初
め
て
。
味
が
全
然
違
う
」
と
好

み
の
味
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
初
め
て
の
開
催
で
し
た

が
、
中
信
管
内
の
米
や
野
菜
の
お

い
し
さ
、
花
の
美
し
さ
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
場
者
か

ら
も
「
お
い
し
い
！
」
と
の
声
が
多
く
聞
か

れ
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
も
あ
り
、
信
州
農
産

物
の
認
知
度
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
次
回
は
10
月
5
日
に
開
催
予
定
で
す
。

松
本
駅
前
で
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
子
会
社
８
社
の
定
時
株
主
総
会
並
び
に
一
般
社
団
法
人
長
野
県
農
村
工

業
研
究
所
の
通
常
総
会
が
、
令
和
６
年
６
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
の
常
勤
取
締
役
並
び
に
常
勤
監
査
役
・
常
勤
理
事
は
次
の
通
り
で
す
。

子
会
社
等
が
定
時
株
主
総
会
、

通
常
総
会
を
開
催

農産物のプレゼントを受け取る来場者

会社・法人名 役職 氏名

株式会社全農長野計算センター
代表取締役社長 佐藤 利久
使用人兼務取締役 ＤＸ推進室長 小林 健彦

株式会社ＪＡアグリエール長野
代表取締役社長 金井 久雄
専務取締役 「企画管理・物流事業」担当 竜野 竜
使用人兼務取締役 「肥料事業・企画管理（財務）」担当 竹中 弘樹

株式会社マイパール長野
代表取締役社長 小川 郁男
使用人兼務取締役 営業部長 岡村 修

長野県農協直販株式会社

代表取締役社長 平林 務
専務取締役 「コンプライアンス・品質保証室、企画管
理部、食肉部」統括 青木 澄人

常務取締役「鶏卵部、食品部」統括 髙山 仁孝
使用人兼務取締役 企画管理部長 富岡 靖
使用人兼務取締役 食肉部長 松本 岩根
使用人兼務取締役 食品部長 桐山 清志
監査役 北村 実

株式会社長野エーコープサプライ

代表取締役社長 湯本 豊
専務取締役 「事業全般」 工藤 政文
常務取締役 セレモニー事業本部 本部長 太田 義夫
取締役 物流事業部長 出澤 和幸

株式会社ジェイエイオート長野

代表取締役社長 山﨑 邦雄
専務取締役 「経営管理、県域事業」担当、県域事業部長 池田 伸一
常務取締役 「整備・販売事業運営」担当、企画開発室長 依田 稔
使用人兼務取締役 販売事業部長 小林 孝雄

株式会社長野県食肉公社 代表取締役社長 村山 壮一

信州ミルクランド株式会社

代表取締役社長 佐藤圭一郎
専務取締役 瀧本 勝成
使用人兼務取締役 工場長 町島 茂利
使用人兼務取締役 品質保証部長 塩原 勇二

一般社団法人長野県農村工業研究所 常務理事 片桐 雅樹
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生
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販
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課



新 採 用 職 員 紹 介
令和6年度の新採用職員を順次ご紹介します

鈴
ずす

木
き

 怜
れい

　はじめまして。東信事業所生産販売課の鈴木怜と申します。
出身は長野市の若穂です。東信地域で暮らし始めて数か月で
すが、豊かな自然に囲まれており故郷と似た風土が感じられ愛
着が湧いてきております。おいしいごはん屋さんや景色のいいと
ころなどを見つけてもっと東信を満喫できたらなと思っています。
　まだまだ分からないこと、できないことばかりですが、少しで
も皆様のお力になれるよう精一杯頑張ります。よろしくお願いし
ます。

生産販売課

東信事業所

色 な々ほ場を見に行っています！

塚
つか

田
だ

 裕
ゆう

相
すけ

営農資材課

東信事業所

倉庫で肥料を見ると
自分の仕事の大きさを感じます。

　はじめまして、東信事業所営農資材課の塚田裕相と申
します。出身は坂城町です。趣味はいろいろな場所へ旅
行をすることで、毎月どこかに出かけては美味しいものを
食べたり、お土産を買いこんだりしています。
　大学の専攻は農業ではありませんでしたが、実家がブ
ドウを栽培しており、それがきっかけで農業の世界に飛び
込みました。初めて見るもの、覚えることが多く至らぬ点
ばかりですが、一日も早くお役に立てるように頑張ります。
　よろしくお願いいたします。

小
こ

松
まつ

 大
たい

晴
せい

野辺山駐在所

東信事業所

　初めまして、野辺山駐在所に勤務している小松大晴と申します。
出身は佐久市です。趣味は映画鑑賞や運動です。
　実家が高原野菜を生産しており、生まれた時から農業一筋です。
　長野県の中でも高原野菜の出荷数が多い野辺山駐在所に勤
務できることは光栄なことです。大規模な野菜栽培の現場を見て
学び、一日でも早く先輩方の力になれるように尽力します。よろし
くお願いします。

新鮮でおいしい八ヶ岳のレタスです！

髙
たか

田
だ

 大
だい

輝
き

生産販売課

南信事業所

　はじめまして。南信事業所生産販売課の髙田大輝と
申します。出身は長野市です。休日はよくドライブに出か
けており、きれいな景色を見ることが好きです。
　現在は野菜の担当になりまして毎日が勉強です。まだ
まだ至らない点ばかりではありますが、まずは何事にも挑
戦することを大事にし、精一杯仕事に取り組んで参りた
いと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

アスパラガスのハウスで撮りました
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こ
の
夏
は
、こ
こ
10
年
の
暑
さ
を
上
回
っ

て
、昨
年
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
猛
暑
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
、農
家
・
営
農
へ
の
影
響

が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

暑
さ
と
と
も
に
飲
料
消
費
が
伸
び
ま

す
。
8
月
の
一
世
帯
当
た
り
の
消
費
支

出
金
額
を
見
ま
す
と
、
茶
飲
料
8
5
5

円
、
果
実
・
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
7
5
6
円
、

炭
酸
飲
料
7
9
6
円
で
年
間
一
番
の
消

費
月
と
な
り
ま
す
。
同
様
に
牛
乳
も

1
，3
6
4
円
と
年
間
一
番
の
消
費
月
と
な

り
ま
す
が
、学
乳
も
含
め
た
飲
料
用
牛
乳

消
費
量
は
、夏
休
み
が
影
響
し
季
節
消
費

指
数
は
平
常
月
を
下
回
る
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、本
会
は
関
係
団
体
と
連
携
し
、

現
在
放
送
中
の
松
本
市
が
舞
台
の
ド
ラ
マ

『
マ
ウ
ン
テ
ン
ド
ク
タ
ー
』に
、牛
乳
の
消

費
拡
大
を
目
的
に
農
協
牛
乳
を
オ
マ
ー

ジ
ュ
し
た
ダ
ミ
ー
品
「
長
野
の
高
原
牛
乳

（
商
標
出
願
中
）」
を
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
し

て
お
り
ま
す
。山
岳
医
療
の
現
場
を
圧
倒

的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル

感
の
あ
る
映
像
の
中
に
、主
人
公
が
飲
む

パ
ワ
ー
ド
リ
ン
ク
と
し
て
登
場
し
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
皆
様
も
ド
ラ
マ
の
中
で
登
場
す

る
牛
乳
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
『
マ
ウ
ン
テ
ン
ド
ク
タ
ー
』は
毎
週
月
曜

22
時
か
ら
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
・
長
野
県
内
は
Ｎ

Ｂ
Ｓ
長
野
放
送
で
放
映
中
！�

（
I
）

令和６年度６月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

（単位：百万円、％）

編 

集 

後 

記

区分
部門 実　績 計画比 前年比

生 産 振 興 課 4 0 0
野 菜 種 苗 セ ン タ ー 64 97 104 
生 産 振 興 部 計 68 103 111 
米 穀 5,118 135 152 
果 実 花 き 1,891 103 100 
野 菜 き の こ 12,678 94 99 
営 業 2,058 89 99 
生 産 販 売 部 計 21,745 101 108 
包 装 資 材 1,676 105 96 
生 産 資 材 3,236 107 107 
農 業 機 械 1,760 99 104 
施 設 住 宅 985 105 23 
生 産 購 買 部 計 7,657 104 71 
畜 産 酪 農 7,622 104 100 
三 岳 牧 場 72 74 91 
SPF 繁 殖 セ ン タ ー 65 82 97 
八 ヶ 岳 牧 場 80 101 126 
畜 産 酪 農 部 計 7,838 103 100 
燃料・ホームエネルギー 5,980 98 99 
Ｓ Ｓ 協 同 経 営 1,895 109 102 
生 活 2,069 105 92 
生 活 部 計 9,944 101 98 
長 野 県 本 部 計 47,251 102 97 

（内部販売高含む）

グリーンレーダー
WEB版はこちら

グリーンレーダー
X（旧ツイッター）
はこちら

＊�白菜やにんじんは塩揉みし、しっかりと水分を絞って作る
ことで、時間が経っても水っぽくならず、作り置きも可能。
たっぷり作った次の日はサンドイッチに挟んでも美味しく
いただくことができます。

白菜コールスロー

①�白菜、にんじんは千切りにしたら、塩揉みをし水分が出てき
てしなっとしたら、しっかりと水分を絞る。
②ハムは5mm幅に切る。
③全ての材料とAをボウルに入れ、よく混ぜ合わせる。

■作り方

■材料（2人分）
・白菜 � 100g
・にんじん � 100g
・ハム � 4枚
・コーン � 30g

【A】
・穀物酢 � 大さじ1
・マヨネーズ � 大さじ2
・砂糖 � 小さじ2
・塩胡椒 � 少々
・ねりからし � 小さじ1

8月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

8/1（木）
10:13

SBC
ラジオ

坂ちゃんのずくだせえぶりでぃ内
「ラジオカーレポート」 モモ

8/5（月）～9（金）
10:25

SBC
ラジオ

坂ちゃんのずくだせえぶりでぃ内
「フルーツキング坂橋の旬いただきます」 モモ特集

8/8（木）
10:13

SBC
ラジオ

坂ちゃんのずくだせえぶりでぃ内
「ラジオカーレポート」 シナノリップ

8/13（火）
11:50

SBC
ラジオ

坂ちゃんのずくだせえぶりでぃ内
「いいＪＡん家庭菜園」 ＪＡファーム

8/28（水）
11:50

SBC
ラジオ

坂ちゃんのずくだせえぶりでぃ内
「暮らしの応援団」 果実花き課

8/29（木）
10:13

SBC
ラジオ

坂ちゃんのずくだせえぶりでぃ内
「ラジオカーレポート」 ブドウ

10



信州フラワーショー

サマーセレクション
2024年9月5日木

JA長野県ビル・アクティーホール
9月6日金

一般公開
15:00～18:00

一般公開
9:00～13:00

とき

ところ

予算 予算総額2億円以内（本会の利用高に応じたJA別
予算額を上限に設定します）

対象
ＪＡ

令和６年４月から令和７年２月末までに組合員（生産部会を含
む）に対し生産コスト上昇抑制対策（資材、肥料、農薬、
飼料等の価格高騰対策）を講じるJA

生産コスト上昇による農業経営への影響を緩和するため、組合
員（生産部会を含む）に対してＪＡが実施する生産・出荷に直
接影響する資材、肥料、農薬、飼料等に対する価格高騰対策の
１／２を支出します

対策
内容

JA 全農長野ホームページ� https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」� https://www.ja-town.com

グ
リ
ー
ン
レ
ー
ダ
ー
8
月
号
（
毎
月
発
行
）
　
2
0
2
4
年
7
月
20
日
発
行
　
第
5
4
3
号

発
行
／
J
A
全
農
長
野
　
長
野
市
大
字
南
長
野
北
石
堂
町
1
1
7
7
番
地
3
　
発
行
人
／
長
谷
川
孝
治
　
印
刷
／
P
O
印
刷
株
式
会
社
　
長
野
市
青
木
島
3
丁
目
3
番
地
3

生産資材等の価格高騰に伴う生産コストの増加が農家経営並びに
農業基盤の維持に影響を及ぼしています。全農長野は、昨年度に引き続き
ＪＡ・会員が組合員に実施する生産コスト上昇抑制対策に対し
支援策を講じます。

生産資材等価格高騰に係る
全農長野独自支援対策の
実施について

～農業生産資材価格高騰に直面するＪＡ・農家・組合員の皆様を支援します～

®

がんばろう！


